


日本には、ファッション知識が豊富で、感覚も磨かれ、旺盛な購買力を
持つ多くの消費者が存在しています。

海外有名ブランド企業が、直接日本でお店を開いて生活者を刺激し、新
しいショッピングセンターやファッションビルがオープンして地域を活性
化させ、街には、新鮮で個性的なファッションを提案するお店が立ち並ん
でおります。

商品を並べておけば売れる時代は去り、あり余る衣服を持ち、ファッショ
ン感度の高い生活者は、自分らしいライフスタイルを持って、ますます個
性化し、本当に欲しいと思う商品でなければ、購入をしない傾向にありま
す。それゆえに、本当に欲しいと思う、新しいファッションの発見や感動
を求めてお店に来られるのです。

そして、新しく提案されているファッションと出会い、お店のスタッフ
とコミュニケートしてサービスを受け、商品を手に入れ満足を得たいと望
んでいます。

アパレル企業や小売企業（お店）では、こうしたお客様個々に、心からの
応対をし、お客様のニーズを満たす商品を適切にすすめるなど、お客様 
の満足を得ながら販売のできる人、販売に関する専門的な知識・技術を持
つ人を強く求めております。

そして、販売の経験を積み、確実な売上実績を上げる能力をつけて販売
スタッフの中心となって活躍できる人材、さらには、店長（ショップ・マネ
ジャー）や販売スペシャリストのセールス・マネジャーとして、お店の運
営や販売をまかせることができる人材を切望しております。

この検定試験の目的は、こうしたファッション販売ビジネスの世界で働
くことを目指す、多くのファッション教育機関の学生、大学生、一般社会
人の方々に、ファッション販売の現場で十分な活躍ができる販売の実務に
必要な知識・技術を身に付けていただくこと、販売の実務に従事している
方々には、自己啓発や能力の高度化のために活用をいただきたいこと、上
級レベルでは、洗練・熟練したセールス・テクニックと部下指導を含めた
セールス・マネジャーとしての能力や、最終的には、お店の運営管理をす
る店長としての能力を身に付けていただくことにあります。

そして、それぞれが修得された知識や技術・能力を、試験でレベルごと
に評価し、社会に証明することを目的としております。

研鑽をし、能力を高め、目標に向かって進まれますことを期待いたしま
す。

検定の趣旨

一般財団法人　�日本ファッション教育振興協会��
理事長　　大　沼　　　淳
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本来、「ファッション」は、衣服に限らず、靴もバッグもアクセサリーも化粧、さら
には住居、コミュニティも含めた、人間の、精神的な快適生活全般におよぶ広い概念
ですが、非常に広範囲であるため、国の政策としては、衣服を中心とする「繊維ファッ
ション」を、一つのくくりとしています。
この繊維ファッション、典型的にはアパレルですが、これを担当するファッション
産業は非常に高度化し、その仕事であるファッションビジネスは、高度な「知性」と「感
性」と「技術」が必要です。
単に、衣服を作り、売るというだけではなく、最近では環境問題も踏まえた現代人
の生活のありようを考え、服や着こなしに対するニーズを洞察し、新技術を駆使して
商品を作り、最も効率的な方法で生活者に提供して、満足してもらう。つまり、現代
のファッションビジネスは、人間の能力を最大限に活用する、最先端の仕事といえます。
かつて、わが国では、教育と産業が分断していました。これは、多くの分野に共通
する現象ですが、ファッションについては産業界と教育界が連携するようになりました。
その、産学連携の促進機関が「繊維ファッション産学協議会」です。
この協議会は、世界の人々の豊かな衣生活を目指して、学校の教育や研究と、産業
のビジネスを一貫して行う環境基盤を整えてゆきます。特に、ファッション産業を志
す学生の教育は、学校時代からビジネスの観点で、高度に徹底して行わないと、諸外
国とのファッション競争に勝つことはできません。ビジネス教育は、産業界に入って
からするのでは間に合わないのです。
産学協議会の代表は、産業界は、廣内武氏［（一般社）日本アパレル・ファッション
産業協会理事長］、教育界は、大沼淳氏［（一般財）日本ファッション教育振興協会理事長］
ですが、両者の握手によって、ファッション教育と研究とビジネスの産学一貫化が始まっ
ております。
この産学協議会の主要事業（プロジェクト）の一つとして、「ファッションビジネス能
力検定試験」と「パターンメーキング技術検定試験」、「ファッション販売能力検定試験」、
そして「ファッション色彩能力検定試験」の検定制度があります。
産学協力は、いい方をかえれば、学校は学生に、産業界で使える能力を身に付けさせ、
産業はビジネスに活用するという一貫システムですが、これらの検定は、一貫性の中
での産学の結接点になります。
産業サイドもこれには大変に注目しています。それは、この検定に多くの学生諸君
が参加し、この検定をクリアーすることが、とりもなおさずわが国の繊維ファッショ
ン産業に働く人材の能力が高まることに他ならないからです。
繊維ファッション産学協議会は、これらの検定制度を産学協力の一環として重視し、
期待をしています。

繊維ファッション産学協議会　　

（一般社）日本アパレル・ファッション産業協会／（一般社）日本衣料管理協会／
日本百貨店協会／（財）ファッション産業人材育成機構／（社）日本ボディファッション協会／
（社）日本専門店協会／日本織物中央卸商業組合連合会／ファッションビジネス学会／
（一般社）日本ファッション・ウィーク推進機構JFWジャパン・クリエーション事務局／
（一般財）日本ファッション教育振興協会

ファッション販売能力検定に期待する

繊維ファッション産学協議会
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試験日
●全国一斉
第27回　2011年12月3日（土）

出願期間
第27回　2011年9月20日（火）〜2011年10月11日（火）必着
期限内に協会本部または支部必着のこと。

受験料
2・3級　5,000円（消費税込み）
科目免除受験は、2・3級ともに3,000円（消費税込み）

受験対象
年齢、職業、学歴、性別、国籍を問いません。
合格した級に関係なく、希望する級を受験できます。

試験会場
本協会が指定する試験会場で受験ください。

申し込み方法
Ａ）団体申し込み
学校・企業など団体で一括申し込みをする場合は、所定の受験願書に必
要事項を記入の上、各学校・団体事務局でとりまとめ、協会本部または
各都道府県支部に受験料を添えてお申し込みください。

Ｂ）一般（個人）申し込み
個人で申し込みをする場合は、所定の受験願書に、必要事項を記入の上、
ご希望の受験地の各都道府県支部に現金書留で受験料を添えてお申し込
みください。
＊都道府県支部への送付先・連絡先は、最終ページをご覧ください。

Ｃ）科目免除受験の申し込み
この検定試験を受験し、「A科目」か「B科目」のいずれか１科目のみ合
格して、科目免除受験をする場合は、所定の受験願書の裏面に、科目合
格証のコピーを貼付し、科目免除者申請欄を記入の上、上記A・Bいず
れかの方法でお申し込みください。

実施要項〈2・3級〉
※1級については、P7 をご覧下さい。
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＊�科目免除者申請欄が無記入の場合は、新規受験となります。記入漏れ
のないように注意してください。

●�科目免除の有効期限●� �
合格科目は、不合格となった試験から1年以内（次回、次々回まで）に受験
する場合に限り、試験を免除します。

受験申し込み後の受験取り消し・内容・会場変更、受験料の返金は一切
できませんので、ご注意ください。

受験票／登録校正票
・検定試験日の1週間前に、各申し込み先から交付されます。
　・�写真貼付欄に4×3cmの写真（白黒でも可）を貼付の上、大切に保管し、検
定試験当日に必ず持参してください。

　・本人の写真を貼付した受験票がなければ、受験はできません。
・記載事項に誤りがある場合は、必ず各申し込み先へ申し出てください。

受験方法
　�指定された試験会場に、集合時間までに到着し、受験票を係員に提示の上、
会場に入場して試験を受けてください。

各科目の配点と問題数
各科目の配点と問題数は次の通りです。（若干変更する場合あり）

　　　

科目／配点 2級 3級 問題数（2・3級）
A科目 150点 150点 30問 150解答
B科目 200点 200点 40問 200解答

合格基準
2・3級ともに、各科目とも配点の70%以上の得点をもって合格とします。
科目ごとの合格方式です。２科目合格した場合は受験の「級の合格」、�

　１科目の場合は「科目合格」となります。
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合格発表
　�団体一括受験の場合は、各申し込み先から、一般（個人）受験の場合は、申
し込み先を通じて本人宛てに、合否を通知します。
協会本部への合否の問い合わせには、お応えできません。

認定カードの発行
　�2 科目合格者には、各級の合格を明記した「ファッション販売能力検定認
定カード」を、科目合格者には「科目合格証」を発行します（無料）。再発
行はいたしませんので、あらかじめご了承ください。

認定証書・合格証明書の発行
　�証書形式の認定証（A3サイズ）を希望する場合は、１部1,000円（送料・消費
税込み）、合格証明書（A4サイズ）を希望する場合は、１部500円（送料・消
費税込み）にて発行します。

試験科目と試験時間

　　　

科目／時間 ２級 ３級
受験説明 　9：00〜　9：20 　9：00〜　9：20
A科目 　9：20〜10：50 　9：20〜10：50
B科目 11：10〜13：10 11：10〜13：10

出題形式
　�試験の解答は、マークシート方式です。用語や言葉の意味を問う問題、文
章の内容が正しいか否かを問う問題、ファッション販売に関する理論・概
念・状況・計数知識、販売技術や店舗展開の方法に関する文章中の指定さ
れた箇所にあてはまる用語を、選択肢の中から選んで解答する問題などです。
（計算問題は、電卓使用可）

お問い合わせ先
募集要項の請求はこちらへ
〒151-0053　�東京都渋谷区代々木3-20-6� �

家庭クラブ会館1F
一般財団法人　�日本ファッション教育振興協会� �

TEL　03-6300-0263� �
FAX　03-6383-4018
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2 級のレベル
ファッション商品知識、販売知識、販売技術、店舗展開・VPなどに関する
専門教育を２年程度履修し、販売実務で基本的な顧客対応と販売、事務処理
ができる。ファッション販売の専門教育を２年程度履修したレベル。	

試験科目 内容

A科目
【Ⅱ】

ファッション販売知識
［Ⅱ］

ファッションビジネスの知識
ファッション小売業の構造と特性
小売店のしくみ
お客様に関する知識
ファッション・コーディネーションに関する知識
企業人の基本
ファッショントレンド、流行の知識
デザイン、生活文化、消費の知識
ブランド・コンセプト
アパレル商品企画の理解

ファッション・
マーケティング知識

［Ⅱ］

ファッション・マーケティング知識
リテール・マーケティング
プロモーション
情報マネジメント

ファッション販売業務
［Ⅱ］

販売の意味と販売スタッフの役割
販売スタッフの中堅としての主な仕事
お直し
販売スタッフの商品管理
販売スタッフの事務
お店での計数知識

B科目
【Ⅱ】

ファッション販売技術1
［Ⅱ］

購買心理の理解
購買心理プロセス
販売技術のアウトライン
お客様への応対の仕方

ファッション販売技術2
［Ⅱ］

顧客とは、顧客情報管理とは
顧客づくりの重要性
顧客のつくり方
顧客をつなぎとめるツール
顧客カードづくりとその活用法
クレーム対応と処理
クレーム応対

店舗演出・VP展開
［Ⅱ］

売り場（店舗）環境づくり
売り場構成
売り場の照明と色彩計画
ストックルームの管理
レジ回り&備品

ファッション商品知識
［Ⅱ］

素材の見方とその活用
ディテール
柄
色彩の知識
サイズの知識

●�「ファッション販売能力検定試験２級」は、当協会発刊書籍「ファッション販
売Ⅱ」に準拠し試験問題を出題。受験準備には「ファッション販売能力検定試
験問題集２級［改訂版］」との併用が最適です。

2級　出題範囲

ファッション販売［Ⅱ］　改訂版
ファッション販売能力検定試験２級準拠
ファッション販売の中級書籍。ファッションの仕事を効果的に遂行するた
めに必要な専門知識・技術を解説。販売職育成教材、自己啓発の書として
ご活用ください。
A5判　276頁　定価￥2,000
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3 級のレベル
ファッション商品販売の仕事に携わる場合に必要とされる、基本的なファッ
ション商品知識、販売基本知識、接客基本技術などを問う。
商品知識・販売知識・技術などの専門教育を１年間履修したレベル。

試験科目 内容

A科目
【Ⅰ】

ファッション販売知識
［Ⅰ］

ファッションとは何か
ファッション商品の流れ
ファッション小売業と店舗
お客様とは
職業に就くことの意味

ファッション・
マーケティング知識

［Ⅰ］

マーケティング基礎知識
リテール・マーケティング知識
販売スタッフと情報
生活に密接したファッション販売

ファッション販売業務
［Ⅰ］

販売スタッフの仕事
販売スタッフの事務
販売スタッフの商品管理

B科目
【Ⅰ】

ファッション販売技術
［Ⅰ］

販売スタッフの基本マナー
サービスとは何か
お客様の購買動機
購買心理の理解
接客の基本動作とセールステクニック基礎
お客様との接し方

店舗演出・VP展開
［Ⅰ］

店舗（売り場）環境作り
店舗（売り場）演出
ウェアリング（着こなし方）の提案
陳列
ラッピング（包装）

ファッション商品知識
［Ⅰ］

商品知識
アイテムの知識　婦人服
アイテムの知識　紳士服
アイテムの知識　ベビー・子供服
素材の知識
副資材の知識
色彩の知識
サイズの知識
品質管理

●�「ファッション販売能力検定試験３級」は、当協会発刊書籍「ファッション販
売Ⅰ」に準拠し試験問題を出題。受験準備には「ファッション販売能力検定試
験問題集３級［改訂版］」との併用が最適です。

ファッション販売［Ⅰ］　改訂版

ファッション販売能力検定試験３級準拠
ファッション販売の仕事をする上で必要な知識・技術を、より充実させる
とともに、企業に入社したときに、すぐに実務の中で役立つ販売技術を豊
富に掲載いたしました。
A5判　236頁　定価¥1,800

3級　出題範囲
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◆試験実施日
2012年１月28日（土）
◆出願期間
2011年11月14日（月）〜2012年１月13日（金）必着
◆受験料
全科目受験（３科目）　　　12,000円（消費税込み）
科目受験（１科目につき）　4,000円（消費税込み）
◆受験対象
年齢、職業、学歴、性別、国籍を問いません。
この検定試験の２・３級合格に関係なく、受験できます。
◆試験会場
「東京会場」のみで実施
◆試験科目・試験時間・配点
集合時間　10：20
試験時間　10：30〜16：10

試験時間 試験科目 配点
ショップ・マネジメント知識 10：30〜12：00 200点

販売知識 13：00〜14：30 200点
販売技術 14：40〜16：10 200点

◆合格基準
各科目とも配点の60%以上の得点をもって、科目の合格とします。
３科目の合格をもって、１級合格となります。
◆出題形式
筆記試験　記述式及び選択式
◆ファッション販売能力検定試験１級の募集要項請求、問い合わせ先

一般財団法人  日本ファッション教育振興協会
〒151-0053　東京都渋谷区代々木3-20-6　家庭クラブ会館1F

TEL03-6300-0263　　FAX03-6383-4018

第4回　ファッション販売能力検定試験1級　概要

一般財団法人　日本ファッション教育振興協会発刊図書のご案内

ファッション販売能力検定試験問題集２級〔改訂版〕	 A5判　322頁　定価¥1,500

ファッション販売能力検定試験問題集３級〔改訂版〕	 A5判　292頁　定価¥1,400
ファッション販売能力検定２・３級の試験問題は、当協会発行のファッション販売［Ⅱ］［Ⅰ］の内容に基
づいて出題されます。それぞれの科目ごとに試験問題と解答を編集してあり、受験準備に最適の書。正誤
問題、用語解説問題、文章中の空欄に語句をあてはめる問題など。ファッション販売［Ⅱ］［Ⅰ］との併用
が効果的です。
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ファッション販売能力検定試験１級準拠	 A5判　268頁　定価¥2,200

ファッション販売の上級書籍。若い管理・責任者の育成という目的から、①対面接客販売であること、②店
舗に対する経営者や本部支援システムがあること、③比較的小規模な店舗であること、を前提に構成してあ
ります。販売の実務を経験し、さらに自分の能力向上を考えている方、これから経験を積んでファッション
販売のプロとして活躍したいと考えている方などに最適の、ファッション販売能力検定試験１級準拠の書。
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科目免除の受験をする場合は、
必ず、ここに科目合格証のコピーを
貼付してください。

重要

◆注意◆　科目免除受験者は、表面の科目免除者申請欄の記入も忘れずに。

《
受
験
地
番
号
表
》

010.　
北
海
道

250.　
滋
　
賀

020.　
青
　
森

260.　
京
　
都

030.　
岩
　
手

270.　
大
　
阪

040.　
宮
　
城

280.　
兵
　
庫

050.　
秋
　
田

290.　
奈
　
良

060.　
山
　
形

300.　
和
歌
山

070.　
福
　
島

310.　
鳥
　
取

080.　
茨
　
城

320.　
島
　
根

090.　
栃
　
木

330.　
岡
　
山

100.　
群
　
馬

340.　
広
　
島

110.　
埼
　
玉

350.　
山
　
口

120.　
千
　
葉

360.　
徳
　
島

130.　
東
　
京

370.　
香
　
川

140.　
神
奈
川

380.　
愛
　
媛

150.　
新
　
潟

390.　
高
　
知

160.　
富
　
山

400.　
福
　
岡

170.　
石
　
川

410.　
佐
　
賀

180.　
福
　
井

420.　
長
　
崎

190.　
山
　
梨

430.　
熊
　
本

200.　
長
　
野

440.　
大
　
分

210.　
岐
　
阜

450.　
宮
　
崎

220.　
静
　
岡

460.　
鹿
児
島

230.　
愛
　
知

470.　
沖
　
縄

240.　
三
　
重
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協会本部　151-0053　渋谷区代々木3-20-6　家庭クラブ会館1F　03-6300-0263

一般財団法人　日本ファッション教育振興協会　都道府県支部連絡先
試験の申し込みに関するお問い合わせは、こ希望の受験地の下記支部まで。	
なお、検定を実施していない県もありますので、その場合は協会本部（03-6300-
0263）までご連絡ください。� （2011.8）

北海道 001-0015 札幌市北区北十五条西4-21　ファッションドレスメーカー専門学校内 011-736-2121
青森県 030-0132 青森市横内字神田12　青森中央文化専門学校内 017-728-0145
岩手県 岩手会場はありませんので、近隣の都道府県支部にお申し込み下さい。
宮城県 984-0073 仙台市若林区荒町209　宮城文化服装専門学校内 022-227-1345
秋田県 012-0845 湯沢市材木町2-1-16　湯沢ドレメ専門学校内 018-373-8174
山形県 990-0023 山形市松波4-6-11　（社）県私立学校総連合会内 023-641-2323
福島県 960-8103 福島市舟場町2-1　県庁舟場町分館内　（社）県専各連内 024-521-1425
茨城県 308-0041 筑西市乙288　細谷高等専修学校内 0296-22-2733
栃木県 326-0803 足利市家富町2330　専門学校足利コミュニティーカレッジ内 028-441-6131
群馬県 371-0854 前橋市大渡町1-10-7　群馬県公社総合ビル6F 私学センター　（社）県専各協内 027-255-6861
埼玉県 埼玉会場はありませんので、近隣の都道府県支部にお申し込み下さい。
千葉県 千葉会場につきましては、協会本部へお問い合わせ下さい。
東京都 160-0008 新宿区三栄町9　小沢ビル2階　東京都服飾学校協会内 03-3354-5022
神奈川県221-0835 横浜市神奈川区鶴屋町2-21-1　ダイヤビル502　（社）県専各協内 045-312-2221
新潟県 951-8061 新潟市中央区西堀通三番町799　マンション西堀力メリア905　（社）県専各協内 025-222-8798
富山県 930-0018 富山市千歳町2-7-1　富山ファッション・カレッジ内 0764-32-2513
石川県 921-8032 金沢市清川町1-5　専門学校金沢文化服装学院内 076-242-2330
福井県 910-0019 福井市春山2-5-3　福井デザイン専門学校内 0776-22-3478
山梨県 400-0031 甲府市丸の内2-18-15　甲府ドレメ学院内 055-226-5533
長野県 390-0811 松本市中央1-7-13　松本衣デザイン専門学校内 026-332-4057
岐阜県 503-0883 大垣市清水町65　大垣文化総合専門学校内 0584-78-3383
静岡県 420-0853 静岡市葵区追手町9-26　私学会館2F　（社）県専各教振内 054-251-2335
愛知県 愛知会場につきましては、協会本部へお問い合わせ下さい。
三重県 514-0042 津市新町1-1-36　津文化服装専門学校内 059-228-3985
滋賀県 520-0806 大津市打出浜11-15　国際経営情報専門学校内 077-525-4572
京都府 600-8079 京都市下京区堺町通松原下る鍛冶屋町254　ディーズファッション専門学校内 075-351-1497
大阪府 532-0005 大阪市淀川区三国本町3-35-8　大阪文化服装学院内 06-6350-0317
兵庫県 650-0017 神戸市中央区楠町5-1-22　（学）辻村学園内 078-371-2257
奈良県 635-0095 大和高田市大中176　（学）美芸学園内 0745-23-0099
和歌山県640-8137 和歌山市吹上2-3-1　OKAファッションデザイン専門学校内 073-422-3022
鳥取県 683-0824 米子市久米町239　専門学校米子女学園内 0859-22-5571
島根県 島根会場はありませんので、近隣の都道府県支部にお申し込み下さい。
岡山県 700-0985 岡山市北区厚生町2-10-3　専門学校岡山ファッションスクール内 086-225-2768
広島県 730-0012 広島市中区上八丁堀8-23　林業ビル5F　（社）県専各連盟内 082-227-8210
山口県 750-1144 下関市小月茶屋3-4-26　下関文化産業専門学校内 0832-82-0303
徳島県 徳島会場はありませんので、近隣の都道府県支部にお申し込み下さい。
香川県 760-0017 高松市番町2-3-11　吉田愛服飾専門学校内 087-821-0911
愛媛県 790-0001 松山市一番町1-1-1　（学）河原学園　法人本部内 089-935-4510
高知県 780-0901 高知市上町3-16-1　高知文化服装専門学校内 088-872-7739
福岡県 812-0037 福岡市博多区御供所町2-53　西都ファッションビジネス学院内 092-291-0028
佐賀県 840-0823 佐賀市柳町2-21　緑ドレスメーカー服飾専門学校内 0952-26-4135
長崎県 852-8106 長崎市岩川町5-13　東洋文化服装専門学校内 095-848-1246
熊本県 862-0976 熊本市九品寺1-7-19　県私学協会内 096-372-6444
大分県 大分会場はありませんので、近隣の都道府県支部にお申し込み下さい。
宮崎県 882-0825 延岡市須崎町4-6　トライアート・カレッジ内 0982-32-3840
鹿児島県890-0056 鹿児島市下荒田3-28-12　野村服飾専門学校内 099-254-3358
沖縄県 沖縄会場につきましては、協会本部へお問い合わせ下さい。



（一般財）日本ファッション教育振興協会
日本におけるファッション教育の知識・技術の向上を図るため創設された
一般財団法人です。
繊維ファッション・流通分野の人材育成のための「ファッションビジネス

能力検定」、アパレル企業の生産部門における人材育成のための「パターン
メーキング技術検定」、リテール／小売企業で販売を担当する人材を育成す
るための「ファッション販売能力検定」さらに「ファッション色彩能力検定」
などの検定試験の実施のほか、各種の調査・研究、全国での研修の実施、
教育出版物の発行、情報の提供、さらにアパレル産業の担い手育成につい
ての産業界との協議など、ファッション教育の確立と振興を図っています。

一般財団法人日本ファッション教育振興協会
〒151-0053  東京都渋谷区代々木3-20-6 家庭クラブ会館1F
TEL／03-6300-0263  　　FAX／03-6383-4018

繊維・ファッション産業のことを詳しく知りたい！
詳しい資料がほしい！
そんなみなさまへのナビゲーションサイトです
http://www.fashionbiznavi.org/

ファッション・ビジネス業界のしくみや流
通について業界全体を俯瞰的に説明

ファッション・ビジネス業界のしくみや流
通について業界全体を俯瞰的に説明

ファッション・ビジネス業界のしくみや流
通について業界全体を俯瞰的に説明

ファッション・ビジネス業界のしくみや流
通について業界全体を俯瞰的に説明

ファッション・ビジネスについて調べよう！

読んでますます深まるファッション・ビジネスの世界

http://www.fashion-edu.jp
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